
卒業研究概要 

成績：  

提出年月日 2009 年  1 月  30 日 

卒業研究課題 ロボットの外見と発話音声の適合度に関する研究 

学生番号        C05-119                氏名 森本 由紀 

概要（１０００字程度） 指導教員      神田 智子 准教授           印 

近年，情報家電・情報端末などのインタフェースとして人間と円滑なインタラクションを構築す

ることができるような人工エージェントが注目されている．特にその中でも人間のような形態を持

ったり，人間のような表情を表出することでユーザとの共感を引き出し，ユーザと円滑なコミュニ

ケーションを構築しようとするエージェントの開発が多く行われている[1]．小松氏らは適応ギャッ

プ[2]を元に実験を行い，同じ音情報であっても外見の異なるエージェントから表出することで異な

る意味としてユーザに解釈されてしまう[3]ことを示した．また人間は犬型ロボットを見ると，その

ロボットに犬らしい行動や対応を期待する[4]，人間と似た顔を持つロボットには社会的なタスクを

遂行できるイメージを持つ[5]などの先行研究がある．このことから人間はロボットに対して外見に

相応しい行動や対応を無意識下で予想し，かつ期待していることが分かる．そこで，本研究では『人

間らしい外見を持つロボットが表出する音声には，機械的な音ではなく人間の肉声が適合する』と

いう仮説を立て実験を行った．なお本研究においてロボットは物理的実体を持つエージェントであ

ると解釈している． 
実験の具体的内容は異なる音質の音声として「ビープ音」「合成音声」「人間の肉声」の 3 種を，

外見の異なるロボットとして「ディスプレイ」「ペット型ロボット」「ヒューマノイド型ロボット」

の 3 体からそれぞれ表出させる 3×3 条件の実験である．音声とロボットの外見の適合度を調べるた

めに一対比較法を，SD 法によるロボットの外見と音声に対する因子評価を行った．被験者は大学

生，計 30 名（男性 14 名，女性 16 名，平均年齢 21.4 歳）である．一対比較法の結果，ヒューマノ

イド型ロボットには「人間の肉声」，ペット型ロボットには「合成音声」，ディスプレイには「合成

音声」がそれぞれ適合する音声であると判断された．これにより『人間らしい外見を持つロボット

が表出する音声には，機械的な音ではなく人間の肉声が適合する』という仮説が検証されたことが

分かる．また一対比較法の結果を数量的に評価するBradley-terryモデルを用いた結果，「合成音声」

はペット型ロボットよりもディスプレイに適合することが分かった．次に SD 法によるロボットの

外見と音声に対する因子評価を行った結果，3 つの因子が抽出された．第 1 因子は「感じの良い」

「近づきやすい」「親しみのある」といった形容詞項目の負荷が高かったため親近性因子，以下同様

に，第 2 因子は「人間的な」「複雑な」から人間性因子，第 3 因子には「速い」「すばやい」から速

度因子と 3 つの因子を命名した．さらに抽出された因子間の独立性を確かめる多重比較法の結果で

は有意差が「親近性因子と速度因子」の間，「人間性因子と速度因子」の間には（p＜0.05）水準で

現れ，「親近性因子と速度因子間の差」＞「人間性因子と速度因子間の差」であった．一方「親近性

因子と人間性因子」の間には有意差が現れなかった．これにより親近感はロボットの外見と音声の

組み合わせた評価を行う際，最も重要であることが分かった． 
今後は，親近感がどのようにしてユーザに喚起されるものなのかを調べていくことで，いつの日

かロボットがさらにユーザに快く受け入れられ，親しみやすい存在として社会の生活の中で活躍す

るのではないだろうか． 
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